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社
名
変
更
な
ら
び
に

本
社
移
転
の
お
知
ら
せ

平
素
よ
り
、
サ
ナ
モ
ア
を
ご
愛
用

頂
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
株
式
会
社
東
京
光
線
療
法

研
究
所
は
、
七
月

一
日
付
を
も
ち
ま

し
て
、
社
名
を

「
株
式
会
社
東
京
光

線
メ
デ
ィ
カ
ル
」
に
改
め
る
こ
と
と

致
し
ま
し
た
。
今
回
、
社
名
に
メ
デ
ィ

カ
ル
を
加
え
る

こ
と
で
、
私
ど
も

が
、
健
康

・
医
療
に
携
わ
る
会
社
で

あ
る
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
広

く
知

っ
て
頂
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
長
ら
く
営
業
の
拠
点
と

し
て
き
ま
し
た
本
社

（目
黒
区
目
黒

四
丁
目
）を
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療

院
建
物
の

一
階
に
移
し
、
両
者
を
統

合
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
目
黒
駅
か
ら
遠
く
、
お
客
様
に

は
大
変
な
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
は
、
目
黒
駅
か
ら

徒
歩
６
分
の
こ
の
地
が
本
社
と
な
り

ま
す
。
お
客
様
の
対
応

一
切
を
、
こ
ち

ら
で
担
う
予
定
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
併
せ
て
サ
ナ
モ
ア
光
線
治

療
院
の
名
称
も
、
「
サ
ナ
モ
ア
治
療

院

ソ
レ
イ

ユ
」
と
す
る
こ
と
を
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
語

で
太
陽
の
意
味
を
も
つ

「
ソ
レ
イ
ユ
」

と
し
た
治
療
院
が
、
日
光
浴
を
原
点

と
す
る
サ
ナ
モ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
こ
と
を
願
う
次
第
で
す
。

こ
の
七
月

一
日
を
も
ち
ま
し
て
、

東
京
光
線
療
法
研
究
所
と
い
う
社
名

は
、
消
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
私

に
と
り
ま
し
て
も
、
愛
着
あ
る
東
京

光
線
療
法
研
究
所
の
社
名
が
消
え
る

こ
と
は
、
断
腸
の
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
こ
れ
も
す
べ
て
、
弊
社
が
前

に
進
む
た
め
の
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
運
営
母
体
は
変
わ
ら
ず
、
こ

れ
ま
で
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
に
は
、
ど
う
ぞ
引
き
続
き
ご

愛
顧
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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手
動
式
は
つ
ら
つ
さ
ん
（Ｈ
Ｓ

‐
Ｍ
）

の
仕
様
変
更
に
つ
い
て

現
在
、
当
社
の
光
線
治
療
器
は
つ

ら

つ
さ
ん
（Ｈ
Ｓ
）シ
リ
ー
ズ
に
は
、

全
自
動
タ
イ
プ
（Ｈ
Ｓ

‐
Ａ
）と
手
動

式
タ
イ
プ
（Ｈ
Ｓ

‐
Ｍ
）が
ご
ざ
い
ま

す
が
、
こ
の
度
、
手
動
式
は
つ
ら
つ

さ
ん
に
お
い
て
、
ご
愛
用
者
様
か
ら

頂
戴
し
た
貴
重
な
ご
意
見
を
も
と
に
、

若
干
の
仕
様
変
更
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
変
更
点
は
、
「
照
射
部

の
高
さ
が
も
う
少
し
高
く
な
ら
な
い

か
」
と
い

っ
た
ご
意
見
に
対
応
す
る

た
め
の
も
の
で
、
ト
ー
チ
取
手
⌒脚

部
も
合
む
）の
形
状
を
全
自
動
タ
イ

プ
の
も
の
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
カ
ー

ボ
ン
燃
焼
部
の
高
さ
は
、
床
か
ら
１

８
５

ｍ
と
２
１
０

ｍ
の
二
点
で
設
定

可
能
と
な
り
ま
す
（写
真
上
）。

な
お
、
も
し
高
さ
の
調
節
範
囲
を

さ
ら
に
拡
げ
た
い
、
ベ
ツ
ド
サ
イ
ド

で
も
使
用
し
た
い
等
の
ご
要
望
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
オ
プ
シ
ョ
ン
に
て

専
用
キ
ャ
ス
タ
ー
⌒写
真
下
）も
用
意

致
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
７
月
１
日
か
ら
、
は
つ
ら

つ
さ
ん
（Ｈ
Ｓ
）シ
リ
ー
ズ
で
は
、
照

射
部
前
面
に
装
着
す
る
集
光
器
セ
ッ

ト
を
オ
プ
シ
ョ
ン
化
し
、
別
売
と
さ

せ
て
頂
く
こ
と
も
併
せ
て
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

販
売
価
格
は
１
万
円

（税
抜
）。

＊
既
に
手
動
式
は
つ
ら
つ
さ
ん
を
お

買
い
求
め
頂
い
た
お
客
様
で
、
ト
ー

チ
取
手
の
交
換
を
ご
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
送
料
の
み
の
お
客
様
負

担
に
て
交
換
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

赫

`■
J

ソ

す
特
典
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

★
サ
ナ

モ
ア
カ
ー
ボ

ン
（１０
本
入
）１０

箱
を

一
度
に
ご
購
入
頂
い
た
場
合

（定
価
に
て
）

同
種

の
サ
ナ

モ
ア
カ
ー
ボ

ン
（１０

本
入
）を
１
箱
進
呈

★
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
器
を
ご
購
入

頂
い
た
場
合
（定
価
に
て
）

ご
希

望

の
サ
ナ

モ
ア
カ

ー
ボ

ン

妙
一
〉ヽ

。
や
　
一
濾
‐

‐
．　
デ
一
一
一

、
一
一
．　

轄
議

⌒１０
本
入
）を
１
箱
進
呈

★
新
規
に
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
器
ご

購
入
の
お
客
様
を
ご
紹
介
頂
い
た

場
合

ご
希
望

の
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ

ン

（１０
本
入
）を
１
箱
進
呈

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院
に
お
け
る

全
身
体
験
治
療
１
回
進
呈

黎

曖

雹

内
容

¨
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
器
の
保

守
点
検
全
般

地
域

¨
東
京
２３
区
、
川
崎
市

時
間

¨
弊
社
営
業
日
、
営
業
時
間
内

料
金

¨
保
守
点
検
に
か
か

っ
た
費
用

の
他
、
出
張
代
金
と
し
て
、
１
万

円
⌒税
込
）を
頂
戴
致
し
ま
す
。
な

お
、
そ
の
場
で
の
対
応
が
困
難
な

場
合
に
は
、
弊
社
に
持
ち
帰
ら
せ

て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
程

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｒ
眩
饒

こ
れ
ま
で
弊
社
で
は
、
全
自
動
は

つ
ら
つ
さ
ん
以
外
、
梱
包
材
料
と
送

料
を
荷
造
送
料
と
し
て
頂
戴
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
７
月
１
日
よ
り
、
す

べ
て
の
光
線
治
療
器
と
キ
ャ
ス
タ
ー

に
つ
い
て
、
送
料
無
料
（弊
社
負
担
）

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
（定
価
で
の
ご

購
入
時
の
み
）。

当
社
サ
ナ
モ
ア
商
品
を
、
代
金
引

換
に
て
お
求
め
頂
い
た
際
の
代
引
き

手
数
料
に
つ
き
ま
し
て
、
７
月
１
日

よ
り
、
左
記
の
ご
と
く
変
更
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

一代引き手数料一

324F電

432F可

648Fヨ

10,000円まで

30,000円 まで

100,000円 まで

300,000円 まで    1,080円
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今
回
の
社
名
変
更
に
伴
い
、
サ
ナ

モ
ア
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
変
更
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

新
し
い
ロ
ゴ

マ
ー
ク
は
、
こ
れ
ま

で
の
直
線
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
異
な

り
、
柔
ら
か
な
ラ
イ
ン
を
基
調
と
し

た
Ｓ

ａ
ｎ
ａ
Ｍ

ｏ
ｒ
ｅ
に
、
太
陽
の

イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
ま
す
。
新
し
い
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
親
し
み
を
感
じ
て

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ
ン
の
パ

ッ
ケ
ー

ジ
も
、
社
名
変
更
お
よ
び

ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
変
更
に
伴
い

一
新
致
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
弊
社
独
自
の
カ
ー
ボ
ン

の
先
端
ど
う
し
を
正
面
か
ら
接
触
さ

せ
放
電
す
る
正
面
発
光
式
の
イ
メ
ー

ジ
図
か
ら
離
れ
て
、
従
来
か
ら
の
サ

ナ
モ
ア
カ
ー
ボ
ン
の
配
色
（緑
、
赤
、

青
、
黄
）を
全
面
的
に
打
ち
出
し
た

ポ

ッ
プ
調
の
デ
ザ
イ
ン
に
仕
上
が

っ

て
お
り
（写
真
ジ

ョ
イ
ン
ト
カ
ー
ボ

ン
用
）、
幅
広
い
年
齢
層
の
ご
愛
用

者
さ
ま
に
、
末
永
く
そ
ば
に
置
い
て

頂
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
弊
社
カ
ー
ボ
ン
在
庫
の
関

係
で
、
新
し
い
パ

ッ
ケ
ー
ジ
に
切
り

替
わ
る
の
に
少
し
時
間
を
要
す
る
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
ど
う
か
、
ご
容
赦

の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(新ロゴマ ーク )

こ
の
度
、
誠
に
心
苦
し
い
限
り
で

す
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
、
サ
ナ
モ

ア
光
線
治
療
器
の
Ｓ
Ｎ
シ
リ
ー
ズ
８

号
器
⌒卓
上
型
）に

つ
き
ま
し
て
は
、

７
月
１
日
よ
り
、
現
行

の
１
３
５

，

０
０
０
円
（税
抜
）か
ら
１
４
０

，
０

０
０
円
（税
抜
）に
変
更
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

ご
愛
用
者
さ
ま
に
は
、
多
大

な
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、

何
卒

ご
理
解
の
程
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

Ⅲ 議 ■

Ⅲ
‐

て |

イ
ビ
デ
ン
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社
に

て
製
造
さ
れ
、
平
成
２．
年
５
月
に
生

産
中
止
と
な

っ
て
お
り
ま
し
た
光
線

治
療
器

「
は
つ
ら
つ
さ
ん
１
号
器
」

は
、
弊
社
が
引
き
継
ぎ
、
保
守
点
検

な
ら
び
に
修
理
を
行

っ
て
参
り
ま
し

た
が
、
本
年
１２
月
末
を
も
ち
ま
し
て
、

保
守
点
検
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

は
つ
ら
つ
さ
ん
１
号
器
を
現
在
ご

使
用
中
の
ご
愛
用
者
さ
ま
に
は
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、
ご
容

赦
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し

て
は
、
弊
社
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ

の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

８
０３
‐
５
７
５
９
１
６
３
３
３

い
東
京
光
線
メ
デ
ィ
カ
ル

孫曜

1颯

薇
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彩

υοJ.δδ 宇都宮正範

第
二
十

一
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
を
東
京
に
て
開
講

第
二
十

一
期
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療

師
養
成
講
座
を
、
六
月
十
七
日
、
十

八
日
の
二
日
間
の
日
程
で
施
行
し
ま

し
た
。
今
回
、
治
療
師
認
定
を
受
け

ら
れ
た
方
は
、
次
号
に
て
ご
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
　
時

¨
十
月
二
十

二
日
（土
）

午
後

二
時
三
〇
分

¨
側
東
京
光
線
メ
デ
ィ
カ
ル

三
階
会
議
室

場
　
所

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
光
線
治
療

院
を
開
業
さ
れ
ご
活
躍
中
の
先
生
方

や
、
光
線
治
療
師
の
資
格
を
取
得
さ

れ
、
光
線
療
法
の
啓
蒙

・
普
及
活
動

に
携
わ

っ
て
い
る
先
生
方
を
ご
紹
介

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

（平
成
二
十
二
年
開
院
）

院
長

¨
古
賀
　
保
行

治
療
師

（・２
期
生
）

電
話

¨
０６
‐
７
１
８
２
１
９
６
１
９

（予
約
制
）

住
所

¨
大
阪
市
北
区
天
神
橋

１

‐
・８

‐
２７

ク
レ
ー
ル

・
ド

・
ボ
タ
ン
５０２

交
通

¨
Ｊ
Ｒ
東
西
線
　
大
阪
天
満
宮

駅
③
出
国
か
ら
徒
歩
３
分

営
業
時
間

中
午
前
九
時
二
十
分
～
午

後
八
時
三
十
分

（日

・
祝
日
体
院
）

施
術
内
容

¨
ル
ー
フ
式
全
身
多
灯
照

射
療
法

一
言

¨
幼
少
の
頃
よ
り
、
自
家
中
毒

を
幾
度
も
繰
り
返
し
、
中
学
で
胃
や

十
二
指
腸
に
潰
瘍
を
作
る
程
の
虚
弱

体
質
だ

っ
た
私
に
、
両
親
は
胃
腸
病

院
や
鍼
灸
院
、
漢
方
院
な
ど
様
々
な

古
賀
保
行

治
療
師

舎 募 集 器

当協会 の趣黄 に賛周 され、

光 線 療 法 の普 及 に ご協 力

頂 け る方 、 治 療 院 の開 業
を検討 な さ りた い方 は、

お問 い合 わせ ください

サナモア光線協会

T153-0063
東 京 都 目 黒 区 日 黒 1-23-11
TEL(03)5759-6333

治
療
を
施
し
て
く
れ
ま
し
た
。
４３
年

前
、
父
が
サ
ナ
モ
ア
８
号
器
を
持
ち

帰

っ
て
か
ら
、
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
で
、

腹
、
背
、
足
裏
に
各
１０
分
程
、
数
日

お
き
の
照
射
を
開
始
。
さ
ぼ
り
な
が

ら
も
続
け
て
い
る
と
、
高
校
在
学
中

に
体
質
は
改
善
し
た
模
様
で
し
た
。

ち
な
み
に
こ
の
８
号
器
は
今
も
活
躍

中
で
す
。

時
は
過
ぎ
、
父
が
他
界
し
た
際
に

ふ
と
思
い
立
ち
、
治
療
師
養
成
講
座

に
参
加
。
デ
ザ
イ
ン
会
社
を
営
ん
で

い
る
た
め
、
当
初
は
協
会
か
ら
の
紹

介
や
知
人

へ
の
光
線
治
療
で
し
た
。

そ
れ
で
も
火
傷
、
捻
挫
、
腰
痛
、
頭

痛
、
関
節
痛
、
生
理
痛
、
胃
腸
炎
、

皮
膚
炎
、
鼻
炎
、
難
聴
、
冷
え
性
、

術
後
回
復
、
う
つ
な
ど
、
様
々
な
症

状
を
訴
え
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
認
定

証
を
頂
い
て
か
ら
ま
も
な
く
九
年
が

経
つ
今
、
本
格
的
に
デ
ザ
イ
ン
業
か

ら
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
に
シ
フ
ト
し

て
、
病
に
苦
し
む
人
々
が
少
し
で
も

笑
顔
に
な
る
よ
う
、
サ
ナ
モ
ア
の
普

及
に
尽
力
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

大
阪
業
不治
癒
院
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□
□
回
□
□

サ
ナ
モ
ア
で
痔
疾
患
が
軽
快

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
郷
子
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
八
―
三
三
二
―
一二
五
八

症
例
　
４３
歳
　
男
性
　
会
社
員

症
状
　
若
い
頃
か
ら
い
つ
も
便
秘
傾

向
に
あ
り
、
長
期
出
張
の
際
に
は
、

一
週
間
以
上
、
便
通
の
な
い
こ
と
も

あ

っ
た
。
食
事
は
好
き
嫌
い
が
多
く
、

酒
好
き
で
、
学
生
時
代
か
ら
痔
疾
患

を
患
い
、
ナ
イ
タ
ー
観
戦
で
冷
え
た

翌
日
に
は
、
排
便
時
に
出
血
も
見
ら

れ
た
。
出
血
に
対
し
て
は
、
市
販
薬

を
使
う
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
し
ば
ら

く
す
る
と
出
血
は
お
さ
ま
る
こ
と
か

ら
放
置
。
約
二
年
前
か
ら
、
排
便
時

に
は
肛
門
周
囲
に
腫
れ
と
痛
み
を
認

め
、
肛
門
か
ら
突
出
し
た
痔
を
指
で

押
し
戻
す
よ
う
に
な

っ
て
い
た
た
め
、

姉
の
紹
介
で
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン

に
て
、
足
裏
２０
分
、
患
部
で
あ
る
肛
門

を
３０
分
照
射
⌒集
光
器
）、
Ｂ
Ｄ
カ
ー

ボ
ン
で
下
腹
部
２０
分
、
腰
部
１０
分
照

射
。
そ
の
後
、
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
で
、
膝

１０
分
、
背
部
１０
分
、
後
頭
部
１０
分
（集

光
器
）を
照
射
し
た
。
一
一日
続
け
て
治

療
し
た
と
こ
ろ
、
肛
門
部
の
痛
み
は

軽
減
。
〓
一回
目
の
治
療
後
、
肛
門
か
ら

突
出
し
て
い
た
痔
は
、
少
し
軟
ら
か

く
な

っ
た
よ
う
に
感
じ
る
と
の
こ
と
。

そ
の
日
よ
り
、
姉
か
ら
借
り
た
光

線
治
療
器
で
自
宅
治
療
を
開
始
。
患

部
で
あ
る
肛
門
照
射
に
は
、
Ａ
Ｂ
カ
ー

ボ
ン
と
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
を
交
互
に
使

用
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
二
週
間
後

の
連
絡
で
は
、
肛
門
照
射
が
気
持
ち

よ
く
、
以
前
に
比
べ
、
肛
門
に
し
ま

り
が
で
た
感
じ
で
、
調
子
が
い
い
と

の
こ
と
。
突
出
す
る
痔
も
自
然
に
肛

門
内
に
お
さ
ま
り
、
痛
み
も
ほ
と
ん

ど
消
失
。
約

一
か
月
後
に
は
、
排
便

時
の
調
子
も
よ
く
、
肛
門
周
囲
に
感

じ
て
い
た
不
快
感
が
消
え
て
気
持
ち

が
い
い
と
の
こ
と
。
こ
の
頃
か
ら
、

便
秘
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
運
動
を
心

が
け
、
体
ん
で
い
た
ゴ
ル
フ
も
再
開

し
た
と
話
し
喜
ん
で
い
た
。

□
□
回
□
□

眼
の
痛
み
を
サ
ナ
モ
ア
で
治
療

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
曾
笙
則
巴
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
九
二
∧
〓
ユ
二一日
一二“
〓
軌

症
例
　
６０
歳
　
女
性

症
状
　
今
回
は
自
分
自
身
の
治
療
体

験
を
報
告
し
ま
す
。
公
私
と
も
に
忙

し
い
日
が

一
か
月
程
度
続
き
、
よ
う

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
器
は
カ
ー

ボ
ン
の
芯
剤
を
完
全
燃
焼
さ
せ
る

こ
と
で
最
も
効
果
の
あ
る
ス
ペ
ク

ト
ル
を
合
む
光
線
を
放
射
す
る
よ

う
に
、
正
面
か
ら
カ
ー
ボ
ン
を
ぶ

つ
け
る
正
面
発
光
式
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
手
動
式
の
サ

ナ
モ
ア
７
号
器

ｏ
８
号
器
で
は
照

射
時
間
が
十
分
強
で
切
れ
、
長
時

間
の
照
射
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
点
を
改
良

し
た
の
が
全
自
動
光
線
治
療
器
は

つ
ら
つ
さ
ん
で
、
照
射
時
間
は
５

分
刻
み
で
６０
分
ま
で
設
定
で
き
、

カ
ー
ボ
ン
の
消
耗
に
合
わ
せ
て
ジ
ョ

イ
ン
ト
で
き
る
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ

ン
を

つ
な
い
で
お
け
ば
、
自
動
的

に
カ
ー
ボ
ン
を
送
り
安
定
し
た
光

線
を
放
射
し
ま
す
。
な
お
、
現
在

は
手
動
式
も
製
品
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ

に
加
え
て
お
り
ま
す
。

＊

は
？
り
つ
さ
ん
『」使
用
の
際
に
は
、

安
全
性
を
保
ち
、
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
カ
ー
ボ
ン

以
外
の
カ
ー
ボ
ン
は
絶
対
に
使
用

し
な
い
で
下
さ
い
。
使
用
上
の
注

意
は
、
「
は
つ
ら
つ
さ
ん
取
扱
説
明

書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

や
く
ゆ
っ
く
り
し
た
と
思

っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
急
に
食
事
を
目
の
前
に
し
て

も
食
欲
が
で
ず
、
無
理
し
て
や
っ
と
の

思
い
で
食
べ
る
よ
う
な
状
態
と
な
る
。

そ
の
後
、
さ
ら
に
食
事
が
で
き
な
く
な

る
と
、
今
度
は
眼
の
奥
の
方
が
痛
く

な
っ
た
た
め
、
光
線
療
法
を
開
始
。

療
法
経
過
　
治
療
は
片
眼
ず
つ
、
Ｂ

Ｂ
カ
ー
ボ
ン
に
て
、
集
光
器
を
用
い

照
射
。
数
時
間
照
射
し
て
も
、
眼
の

奥
の
方
の
痛
み
は
と
れ
ず
、
な
か
な

か
改
善
し
な
い
の
で
、
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
に
変
更
し
て
照
射
。
眼
の
奥
の
鈍

（六
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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（
五
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

痛
は
、
や
や
強
く
な

っ
た
よ
う
に
も

感
じ
ら
れ
た
が
、
照
射
中
は
痛
気
持

ち
い
い
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
る
。

そ
の
後
も
食
事
や
入
浴
以
外
は
、

ほ
と
ん
ど
全
て
の
時
間
を
光
線
治
療

に
専
念
。
片
眼
だ
け
で
数
時
間
、
両

眼
で
は
十
数
時
間
に
お
よ
び
照
射
。

一
週
間
も
続
け
る
と
、
眼
の
周
り
は
、

真

っ
黒
に
日
や
け
し
た
。
さ
ら
に
、

約

一
週
間
続
け
た
と
こ
ろ
、
徐
々
に

眼
の
痛
み
は
軽
く
な
り
、
本
来
の
食

欲
も
少
し
ず
つ
で
て
き
て
、
通
常
の

生
活
が
で
き
る
ま
で
に
回
復
。
お
陰

で
眼
の
周
り
は
、
本
当
に
真

っ
黒
と

な
り
、
そ
の
頃
に
は
皮
膚
も
剥
け
は

じ
め
た
。
数
日
で
ほ
ぼ
元
通
り
に
戻
っ

た
も
の
の
、
眼
の
痛
み
と
食
欲
が
、

こ
ん
な
に
も
関
係
す
る
も
の
か
と
改

め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

身
体
の
ど
こ
が
悪
く
て
も
い
け
な

い
が
、
そ
の
時
感
じ
た
眼
の
痛
み
は
、

半
端
で
な
く
眼
の
痛
み
の
怖
さ
を
思

い
知
ら
さ
れ
た
た
め
、
一盪
牛
り
、
時
々
、

眼
に
２０
分
、
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
で
照
射

を
続
け
て
い
る
。

□
□血

症
例
　
７５
歳
　
女
性

症
状
　
以
前
、
婦
人
科
疾
患
に
対
し
、

光
線
療
法
で
治
療
し
た
経
験
を
も
つ

サ
ナ
モ
ア
愛
用
者
。
ト
イ
レ
で
、
排

尿
時
に
血
尿
を
認
め
た
た
め
、
不
安

辱熙
:□
サ
ナ
モ
ア
使
用
経
験

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
渡

　

一
一
〓
一氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
四
―
七
三
二
―
五
〇
六
七

と
な
り
、
当
院
に
て
光
線
治
療
を
施

行
。

療
法
経
過
　
治
療
は
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン

の
組
み
合
わ
せ
で
、
４
台
の
光
線
治

療
器
を
使
用
。
側
臥
位
に
て
、
下
腹

部
６０
分
、
後
頭
部
１５
分
、
足
裏
１５
分

照
射
後
、
顔
面
、
腰
部
、
膝
に
各
１５

分
の
照
射
を
施
行
。
仰
臥
位
に
変
更

し
、
有
肩
、
左
腰
部
、
有
膝
を
各
１５

分
、
左
肩
、
有
腰
部
、
左
膝
を
各
１５

分
照
射
し
た
。
そ
の
後
、
血
尿
を
認

め
る
こ
と
も
な
く
、
経
過
を
見
守

っ

おを稿投ごに軽気おでまスレドアの己罵

す
。

０

ま

た

げ

し

あ

ま

し

し

申吐
願　　一

「
¨
可耳塩基二ニヅ詈儡 理

・
高〕電

ります。 なお掲載 させて頂 いた方 には、薄謝を贈呈致 しま

す 。

サ ナ モ ア体 験 記 の投 稿 に つ いて 、 メ ールで の募 集 も 開始

, -)V7 F VZ : sanamore@hr.catv.ne.jp

サ
ナ
モ
ア
光
線
協
会
は
、
太
陽
光
線
こ
そ
健
康

を
増
進
す
る
自
然
の
恵
み
の
源
泉
で
あ
り
、
生
命
力

を
高
め
て
病
気

の
予
防
、

治
療

に
効
果
が
あ
る

と
の
観
点
に
立
ち
、
太
陽
光
線
に
近
似
し
た
フ
ル

ス
ペ
ク
ト
ル
光
線
を
放
射
す
る
サ
ナ
モ
ア
光
線
療

法
の
啓
蒙
、
普
及
活
動
に
努
め
る
こ
と
で
、
国
民

の
健
康
、
福
祉
に
貢
献
し
ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
光
線
協
会
は
、
サ
ナ
モ
ア
に
対
す
る
認

知
と
評
価
を
高
め
る
た
め
、

一
、
季
刊
紙
、
「
健
康
と
光
線
」
の
発
行

二
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師
の
募
集
と
育
成

の
事
業
を
行
い
ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
光
線
協
会

医
学
博
士

宇
都
宮
　
正
範

（本
紙
の
無
断
転
用
を
禁
止
し
ま
す
。
）
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